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も
打
撃
も
得
意
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
１
３
０
㌔
の

速
球
を
投
げ
た
り
、
バ
ン
バ

ン
打
っ
た
り
す
る
チ
ー
ム
メ

ー
ト
や
対
戦
相
手
を
見
て
、

プ
ロ
は
難
し
い
な
と
。
せ
め

て
甲
子
園
に
と
、
知
り
合
い

の
い
る
、
横
浜
商
業
高
校
へ

の
入
学
を
希
望
す
る
よ
う

に
。
そ
の
た
め
成
績
も
あ

る
程
度
維
持
し
な
け
れ
ば
と
、
要
領

よ
く
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
抑
え
、
試

験
の
ヨ
ミ
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

■
野
村
克
也
さ
ん
と
の
出
会
い

　
中
学
２
年
の
秋
、
城
南
品
川
と
同
じ

ブ
ロ
ッ
ク
で
、
当
時
日
本
一
だ
っ
た
、

野
村
克
也
さ
ん
が
指
導
す
る
港
東
ム
ー

ス
と
当
た
り
ま
し
た
。
学
校
の
運
動
会

だ
っ
た
の
で
欠
場
し
た
ら
大
敗
し
て
い

ま
し
た
。
野
村
さ
ん
は
僕
の
こ
と
を
別

の
試
合
で
見
て
い
た
そ
う
で
、
後
日
、

「
な
ん
で
来
な
か
っ
た
？
」
と
怒
ら
れ

ま
し
た
が
、
学
校
行
事
を
休
む
な
ん
て

1975 年生まれ。川崎区出身。1997 年ドラフト５位で中日ドラゴン
ズに入団。遊撃手として、ベストナイン、ゴールデングラブ賞など
複数年にわたり受賞。二塁手の荒木雅博選手とともに「アライバコ
ンビ」として人気を博す。2014 年巨人へ移籍。15 年、現役引退。
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かわさき
ツナガリ
市内の学校に
通った著名人が
思い出を語る

完全版は
QRコードで

考
え
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
中
３
の
夏
、港
東
戦
で
投
げ
ま
し
た
。

延
長
の
末
、
負
け
ま
し
た
が
、
自
分
た

ち
は
港
東
を
一
番
苦
し
め
た
チ
ー
ム
だ

と
満
足
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
野
村
さ

ん
か
ら
野
村
さ
ん
の
知
り
合
い
の
い
る

「
堀
越
高
校
に
入
っ
て
は
」
と
言
わ
れ
、

遠
い
と
は
思
い
ま
し
た
が
、
甲
子
園
に

出
場
し
て
い
る
と
知
り
、
入
学
を
決
め

ま
し
た
。
目
標
通
り
、
２
年
の
春
と
３

年
の
夏
に
甲
子
園
に
出
場
し
ま
し
た
。

　■
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
僕
は
小
学
生
の
時
、
プ
ロ
野
球
選
手

を
目
指
し
ま
し
た
が
、
中
学
、
高
校
で

は
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。大
学
時
代
、

野
球
の
指
導
者
に
な
ろ
う
と
決
め
、
未

経
験
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
人
た
ち
に
技
術

や
心
理
な
ど
の
話
を
聞
く
う
ち
に
、「
じ

ゃ
あ
、
こ
こ
は
こ
う
な
の
か
な
？
」
と

実
際
の
試
合
で
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
指
名
さ
れ
、
プ

ロ
野
球
選
手
に
な
れ
た
の
で
す
。

　
自
分
が
す
ご
い
と
思
っ
て
も
全
国
を

見
た
ら
そ
う
で
も
な
い
っ
て
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
上
に

は
上
が
い
る
と
思
い
努
力
を
続
け
て
ほ

し
い
。
ス
タ
イ
ル
を
変
え
た
り
、
頭
を

使
っ
た
り
、
う
ま
く
変
化
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
満
足
は
、

や
め
る
と
き
に
す
れ
ば
い
い
。

 地元チーム唯一の小１

ついていこうと
必死でした

■
堆
肥
作
り
の
手
伝
い

　
３
年
生
ま
で
は
東
大
島
小
学
校
（
川

崎
区
）
に
通
い
、
４
年
生
の
時
に
家
の

都
合
で
川
中
島
小
学
校
（
同
）
に
転
校

し
ま
し
た
。
転
校
は
嫌
で
し
た
が
、
一

週
間
く
ら
い
で
慣
れ
ま
し
た
。

　
５
年
生
に
な
る
と
、
校
庭
で
菊
作
り

を
し
て
い
る
理
科
の
先
生
か
ら
、
作
業

が
大
変
だ
っ
た
の
か
、
僕
を
含
め
３
人

く
ら
い
の
男
子
が
指
名
さ
れ
、
堆
肥
作

り
の
手
伝
い
を
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
特
別
な
こ
と
を
し
て
い
る
ん
だ

と
う
れ
し
か
っ
た
。
こ
の
作
業
が
小
学

校
で
の
一
番
の
思
い
出
で
す
。

■
野
球
の
練
習
は
大
好
き
。
で
も
…

　
野
球
を
始
め
た
の
は
幼
稚
園
の
頃
で

す
。近
所
の
お
兄
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
、

１
年
生
か
ら
は
地
元
藤
崎
の
チ
ー
ム
に

入
り
ま
し
た
。
融
通
の
利
く
仕
事
の
方

が
監
督
、
コ
ー
チ
だ
っ
た
の
で
、
週
に

５
日
は
練
習
。
入
部
当
時
の
１
年
生
は

僕
一
人
。
つ
い
て
い
こ
う
と
必
死
で
し

た
。
遊
び
感
覚
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
唯
一
嫌
だ
っ
た
の
が
ボ
ー
ル

を
失
く
す
と
お
尻
を
バ
ッ
ト
で
叩
か
れ

る
〝
ケ
ツ
バ
ッ
ト
〞。

　
野
球
に
は
自
信
が
あ
り
、
清
原
さ
ん

が
、
甲
子
園
や
プ
ロ
で
活
躍
さ
れ
て
い

た
の
を
見
て
、
自
分
も
同
じ
く
ら
い
に

は
な
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。　

　■
中
学
か
ら
硬
式
野
球
チ
ー
ム
に
入
部

　
川
中
島
中
学
校
入
学
を
機
に
硬
式
野

球
の
〝
城
南
品
川
リ
ト
ル
リ
ー
グ
〞
に

入
部
し
ま
し
た
。
六
郷
橋
を
渡
っ
て
す

ぐ
な
の
で
、
自
転
車
で
行
け
る
と
自
分

で
選
び
ま
し
た
。

　
当
時
の
僕
は
投
手
で
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
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子
育
て
中
の
マ
マ
が
、
子
連
れ

で
気
軽
に
通
え
る
「
子
連
れ
Ｏ
Ｋ

ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
」。
講
師
は
元

ダ
ン
サ
ー
で
、
日
本
マ
ザ
ー
ズ
ピ

ラ
テ
ィ
ス
協
会
認
定
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
、
松
本
里り

よ蓉
子こ

さ
ん
。

　「
マ
マ
ボ
ー
ル
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」

で
は
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使

い
、
骨
盤
底
筋
の
ト
レ
ー
ニ
ン

川
崎
駅
近
く
で
開
講 

生
徒
募
集

　
子
連
れ
Ｏ
Ｋ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

ママのすぐ後ろで遊ぶ子も

グ
と
、
産
後
の
悩
み
に
特
化
し

た
動
き
を
組
み
合
わ
せ
ま
す
。

　
マ
マ
た
ち
が
自
分
の
体
と
向
き

合
っ
て
い
る
周
り
で
、
子
ど
も
た

ち
は
自
由
に
動
き
回
り
ま
す
が
、

そ
こ
は
「
お
互
い
さ
ま
」。

　
水
曜
午
前
10
時
～
10
時
45
分
、

Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
徒
歩
７
分
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
さ
く
ら
（
川
崎

区
東
田
町
３
の
25
東
田
公
園
内
）

で
。
親
子
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
。

※
申
し
込
み
、
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
（
講
師
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
で

※
親
子
ヨ
ガ
ク
ラ
ス
も
開
講
中
　

月
謝
（
月
４
回
）　
５
０
０
０
円
か
ら

（
入
会
金
、
年
会
費
な
し
）

　 

０
９
０(

６
４
３
２)

３
０
５
５

Tel

学 び

                     

　
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
前
に
あ
る
「
カ
ワ

ス
イ 

川
崎
水
族
館
」
で
は
６
月

30
日
（
木
）
ま
で
、
総
合
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
企
業
の
Ｋ
Ａ
Ｄ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
と
初
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
企
画
展
示
、〝
カ
ワ
ス
イ

×
「
角
川
の
集
め
る
図
鑑
Ｇ
Ｅ

Ｔ
！
」
世
界
の
危
険
生
物
展
〟
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

「
世
界
の
危
険
生
物
展
」に
12
種
30
点
が
集
結
　

６
月
30
日（
木
）ま
で
カ
ワ
ス
イ 

川
崎
水
族
館

土曜午後５時〜５時 20 分には危
険生物エリアに特化したガイドツ
アー（入館料のみで参加可能）も

　
特
別
に
し
つ
ら
え
た
〝
特
別
生

物
エ
リ
ア
〟
に
、
世
界
の
水
辺
に

生
息
し
て
い
る
危
険
生
物
12
種
約

30
点
が
集
合
。

　
１
匹
で
人
間
10
人
が
死
ぬ
毒
を

持
つ
モ
ウ
ド
ク
フ
キ
ヤ
ガ
エ
ル

や
、
フ
グ
と
同
じ
毒
を
持
つ
ア
カ

ハ
ラ
イ
モ
リ
な
ど
を
、
写
実
的
な

イ
ラ
ス
ト
、
説
明
文
と
と
も
に
展

示
し
て
い
ま
す
。

　
入
館
料
　
大
人
２
０
０
０
円
、

高
校
生
１
５
０
０
円
、
小
・
中

学
生
１
２
０
０
円
、
４
歳
以
上

６
０
０
円

　 
０
４
４(

２
２
２)

３
２
０
７

　 
午
前
10
時
〜
午
後
８
時
。
詳
細
は

Ｈ
Ｐ
で
。

Tel

イベント

                     

爆笑「クラウンショー」開催
川崎市アートセンターで

　
日
本
屈
指
の
コ
メ
デ
ィ
ー
デ
ュ

オ
「
ロ
ネ
と
ジ
ー
ジ
」
主
宰
の
ク

ラ
ウ
ン
劇
団
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ 

Ｓ
Ｅ
Ｓ

Ａ
Ｍ
Ｅ
は
５
月
18
日（
水
）午
後
２

時
か
ら
と
７
時
か
ら
、
19
日（
木
）

午
後
１
時
か
ら
、
新
百
合
ケ
丘
の

川
崎
市
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で「
ク

ラ
ウ
ン
タ
イ
ム
２
０
２
２
」
を
開

催（
手
話
通
訳
付
き
）。
笑
い
と
驚

き
が
連
続
の
ド
タ
バ
タ
コ
メ
デ
ィ

ー
・
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
。
予
約
・
公

演
情
報
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。
　

イベント

　 

０
３(

３
７
６
２)

１
５
３
５

ア
ッ
ト
セ
サ
ミ
　

Tel

一般 2500 円、中学生
以下 1500 円。５月 16
日（月）午前９時までに
予約を（当日券なし）

                     

　
川
崎
日
航
ホ
テ
ル
の
７
階
に
あ

る
バ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
「
夜
間
飛
行
」

で
は
、
５
月

日
（
月
）
か
ら
、

ど
こ
か
懐
か
し
く
温
か
み
の
あ
る

〝
昔
な
が
ら
の
洋
食
〟
が
テ
ー
マ

の
ラ
ン
チ
を
提
供
。
ホ
テ
ル
の
シ

ェ
フ
が
手
掛
け
る
本
格
的
な
味
を

優
雅
に
堪
能
で
き
ま
す
。

　
シ
ェ
フ
の
一
押
し
は
、「
黒
ビ

ー
ル
で
煮
込
ん
だ
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ

ー
」
３
８
０
０
円
。
弱
火
で
長
時

間
じ
っ
く
り
と
煮
込
み
、
ホ
ロ
ホ

ロ
と
柔
ら
か
く
な
っ
た
牛
肉
を
、

甘
み
が
あ
る
濃
厚
な
ソ
ー
ス
と
一

緒
に
味
わ
え
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
川
崎
産
〝
黒
川
の

地
玉
子
〟
を
使
っ
た
「
オ
ム
ラ
イ

ス 

海
老
と
ト
マ
ト
の
ク
リ
ー
ム

ソ
ー
ス
」、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ

と
デ
ミ
グ
ラ
ス
を
合
わ
せ
た
ソ
ー

ス
を
太
麺
に
絡
め
、
目
玉
焼
き
を

添
え
た
「
ス
パ
ゲ
テ
ィ 

ナ
ポ
リ

タ
ン
」
も
お
薦
め
で
す
。

　
ラ
ン
チ
は
、
正
午
～
午
後
３
時

（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
午
後
２
時


分
）。
全
６
種
類
で
、
単
品
メ
ニ

ュ
ー
に
サ
ラ
ダ
、
ス
ー
プ
、
ラ
イ

ス
ま
た
は
パ
ン
な
ど
が
付
く
セ
ッ

ト
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
。

５月16日（月）から提供のランチ
ビーフシチュー、ナポリタンなど
昔ながらの洋食メニューを
川崎日航ホテル７階・夜間飛行

グルメ

　 

０
４
４
（
２
２
１
）
２
１
４
５

川
崎
日
航
ホ
テ
ル
７
階
・
夜
間
飛
行

　 

正
午
〜
午
後
９
時

Tel

川崎日航ホテルのシェフが手掛け
る洋食メニューが味わえます（写
真上）街の風景を楽しみながら気
の合う仲間や友人たちとゆったり
とランチをしてみては（同下）

                     

                     

　「
あ
な
た
の
時
計
が
よ
み
が
え

る
」
で
お
な
じ
み
の
「
ク
イ
ッ
ク

時
計
修
理
」
川
崎
ア
ゼ
リ
ア
店
。

　
４
月
に
行
っ
た
修
理
相
談
会
で

は
、
同
店
専
属
の
１
級
時
計
修
理

技
能
士
が
参
加
者
に
、
時
計
が

１
０
０
に
も
及
ぶ
部
品
で
で
き
て

い
る
こ
と
、
電
池
交
換
だ
け
で
は

長
く
使
え
な
い
こ
と
な
ど
を
説
明

し
ま
し
た
。
手
巻
き
、
自
動
巻
き

あ
な
た
の
時
計
が
よ
み
が
え
る
！

ク
イ
ッ
ク
時
計
修
理
川
崎
ア
ゼ
リ
ア
店

専属の技能士が修理

時
計
の
こ
と
な
ど
多
く
の
質
問
も

あ
り
、
技
能
士
が
丁
寧
に
答
え
て

い
ま
し
た
。

　「
な
ぜ
動
か
な
く
な
っ
た
の
？
」

「
昔
の
時
計
が
出
て
き
た
け
れ
ど

直
る
？
」
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
気
軽
に
持
ち
込
み

を
。
見
積
り
は
無
料
で
す
。

　
５
月
13
日（
金
）か
ら
31
日（
火
）

ま
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
オ
ッ
チ

通
常
１
３
２
０
円
が
１
０
０
０
円

に
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
腕
時
計
デ

ビ
ュ
ー
し
て
み
て
は
。

　

サービス

川
崎
ア
ゼ
リ
ア
内
　
宝
く
じ
チ
ャ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
近
く

　 

０
４
４
（
２
４
６
）
０
８
３
３

　 

午
前
10
時
〜
午
後
９
時
。
無
休

Tel
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川崎区大師町４の31
　 ０４４（２６６）９００７
　  午前10時〜午後５時　無休
Tel

サポーターからの
応援メッセージ

全国から必勝だるまの
注文が来ます。
だるまと一緒に
応援しています！

3連覇に向けて頑張って!

小田切商店

小田切彩さん・貴子さん

川崎フロンターレ選手に届け!

                     

　「
生
田
緑
地
ば
ら
苑
（
え
ん
）」

で
は
５
月
22
日
（
日
）
ま
で
春
の

一
般
開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
苑
で
は
毎
年
、
バ
ラ
の
開
花

時
期
に
合
わ
せ
て
、
春
と
秋
の
年

２
回
、
一
般
に
開
放
し
て
お
り
、 ト

ピ
ッ
ク
ス

川崎市役所
発信の情報

５
月
22
日（
日
）ま
で
春
の
一
般
開
放　
　
　
　
　
　
　
　

        
                     

多
摩
区・生
田
緑
地
ば
ら
苑

「
カ
ワ
ス
イ 

川
崎
水
族
館
」や
多
摩
川
ス
カ
イ
ブ

リ
ッ
ジ
、川
崎
工
場
夜
景
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

　「
カ
ワ
ス
イ 

川
崎
水
族
館
」や
、

多
摩
川
ス
カ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
、
川
崎

工
場
夜
景
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
水
族
館
で
は
、
世
界
最
大
の
淡

水
魚
ピ
ラ
ク
ル
へ
の
エ
サ
や
り
体

験
な
ど
も
。
川
崎
キ
ン
グ
ス
カ
イ

フ
ロ
ン
ト
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
で

の
夕
食
付
き
で
す
。

　
６
月
４
日
（
土
）
午
後
２
時
45

分
〜
９
時
30
分
。
荒
天
中
止
。
集

合
場
所
は
「
カ
ワ
ス
イ 

川
崎
水

族
館
」。定
員
40
人（
小
学
生
以
上
。

中
学
生
以
下
は
保
護
者
と
参
加
）。

先
着
順
。
１
人
７
９
８
０
円
。

　
申
し
込
み
は
、５
月
16
日
（
月
）

か
ら
電
話
か
Ｈ
Ｐ
で
名
鉄
観
光
東

京
メ
デ
ィ
ア
予
約
セ
ン
タ
ー
（
観

55
号
）
ま
で
。

春バラが見頃を迎えます
（写真は昨年のもの）

おでかけおでかけ

春
は
、
大
輪
、
四
季
咲
き
中
輪
、

つ
る
バ
ラ
、
ミ
ニ
バ
ラ
な
ど
約

８
０
０
種
、
３
３
０
０
株
の
バ
ラ

が
楽
し
め
ま
す
。

　
入
苑
は
無
料
で
す
が
、
バ
ラ
の

育
成
、
管
理
向
上
の
た
め
募
金
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。駐
車
場（
約

60
台
）
は
１
回
５
０
０
円
。
期
間

中
は
休
苑
日
な
し
。
開
苑
時
間
は

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分（
土
・

日
曜
は
午
前
９
時
開
苑
）。
入
苑

は
午
後
４
時
ま
で
。

　 

０
３(

５
７
５
９)

８
４
０
０

名
鉄
観
光
東
京
メ
デ
ィ
ア
予
約
セ
ン

タ
ー
（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
。

土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

Tel 多
摩
区
長
尾
２
の
８
の
１

　 

０
４
４(

９
７
８)

５
２
７
０

生
田
緑
地
ば
ら
苑
管
理
事
務
所

Tel

幻想的で迫力満点の川崎工場夜景

                     

親
か
ら
引
き
継
ぐ
に
あ
た
っ
て
、

「
私
が
や
り
た
い
銭
湯
を
作
っ
て

い
い
な
ら
、
と
い
う
条
件
を
出
し

た
」
と
話
す
代
表
の
深
澤
実
千
枝

さ
ん
。
昔
な
が
ら
の
銭
湯
ら
し
さ

を
残
し
つ
つ
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

や
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
絵
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
モ
リ
ス
の
壁
紙
を
取
り
入

れ
る
な
ど
、
大
正
ロ
マ
ン
を
テ
ー

マ
に
内
装
を
一
新
。
若
い
女
性
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
も
入
り
や
す
い
銭

湯
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
白
湯
に
は
軟
水
を
使
用
し
、
高

濃
度
炭
酸
泉
や
シ
ル
キ
ー
バ
ス
、

　
Ｊ
Ｒ
武
蔵
新
城
駅
か
ら
徒
歩
約

７
分
、
天
然
温
泉
の
あ
る
銭
湯
と

し
て
地
域
で
長
年
親
し
ま
れ
て
き

た
「
千ち

年と
せ

温
泉
」。
２
０
１
８
年

９
月
、〝
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
銭
湯
〞

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
50
年
の
歴
史
を
持
つ
銭
湯
を
父

ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
も
。
日
本
庭
園
風

の
露
天
風
呂
は
、
地
下
数
百
㍍
か

ら
湧
き
出
る
、
ひ
と
き
わ
色
の
濃

い
黒
湯
。
太
古
の
海
の
海
藻
な
ど

が
溶
け
込
ん
で
で
き
た
ミ
ネ
ラ
ル

た
っ
ぷ
り
の
温
泉
で
す
。

高
津
区
千
年
新
町
20
の
４

　 

０
４
４
（
７
６
６
）
６
２
４
０

　 
午
後
２
時
〜
午
前
０
時
（
土
・
日

曜
、
祝
日
は
午
前
11
時
〜
午
後
11
時
）

　 

金
曜

Tel休

壁には見事なモザイクタイル絵が描かれています

代表の深澤実千枝さん

ＪＲ武蔵新城駅から徒歩約７分

銭湯めぐり 千年温泉
高津区

か わ さ き

                     

　
７
月
１
日
（
金
）
ミ
ュ
ー
ザ
川

崎
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル（
幸
区
）

で
、
開
館
記
念
日
に
合
わ
せ
開
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
「
ミ
ュ
ー
ザ
の

日
」。
そ
の
中
で
、
川
崎
市
内
の

小
学
４
〜
６
年
生
が
企
画
し
た
公

演
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
小
学
生
ら
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
公
募
で
集

ま
っ
た
８
人
で
、
４
月
初
旬
か
ら

活
動
開
始
。
月
に
２
〜
４
回
集
ま

り
、
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
取
材
し
た
４
月
24
日
は
、企
画
・

運
営
班
５
人
と
、
広
報
班
３
人
に

分
か
れ
、話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

　
企
画
・
運
営
班
は
、
年
齢
制
限

の
有
無
、
内
容
、
曲
目
、
コ
ン
サ

ー
ト
の
タ
イ
ト
ル
を
検
討
。「
小

さ
い
子
は
う
る
さ
く
し
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
１
人
で

留
守
番
が
で
き
な
い
よ
ね
」「
何

歳
で
も
入
場
で
き
る
よ
う
に
し

よ
う
よ
」「
ク
イ
ズ
や
ト
ー
ク
を

入
れ
た
ら
楽
し
め
る
ん
じ
ゃ
な

い
？
」
と
思
い
や
り
あ
ふ
れ
る
言

葉
が
次
々
と
飛
び
出
し
ま
す
。

　
一
方
の
広
報
班
は
、
チ
ラ
シ
に

何
を
掲
載
す
れ
ば
い
い
の
か
を
探

る
た
め
、
館
内
に
あ
る
チ
ラ
シ
を

取
り
に
行
き
確
認
。「
地
図
や
座

席
表
が
入
っ
て
い
る
の
が
あ
る
」

「
こ
の
チ
ラ
シ
は
色
が
か
わ
い
い
」

と
話
し
た
り
、
企
画
・
運
営
班
に

コ
ン
サ
ー
ト
の
タ
イ
ト
ル
を
聞
き

に
行
っ
た
り
と
、
積
極
的
に
行
動

し
て
い
ま
し
た
。

　
運
営
班
の
鈴
木
結
子
さ
ん
は

「
お
客
さ
ん
が
楽
し
め
る
コ
ン
サ

ー
ト
に
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

　
当
日
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
、

受
け
付
け
、司
会
も
担
当
し
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
詳
細
は
、
５
月

下
旬
に
発
表
さ
れ
、
６
月
１
日

（
水
）
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
販
売
が
開

始
さ
れ
ま
す
。

　
お
楽
し
み
に
！

７
月
１
日（
金
）

ミ
ュ
ー
ザ
の
コ
ン
サ
ー
ト
企
画

コンサートのタイトルを話し合う企画・運営班

チラシを参考にする広報班

                     

　
第
一
次
世
界
大
戦
は
日
本
を
含

む
世
界
の
工
業
化
を
大
き
く
推
進

さ
せ
ま
し
た
。
鉄
と
ガ
ラ
ス
と
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム

建
築
が
誕
生
す
る
の
も
こ
の
頃
。

川崎モダニズム
建築散歩

①

　
京
浜
工
業
地
帯
の
開
発
も
本
格

的
に
始
ま
り
、
運
河
・
港
湾
計
画

が
立
て
ら
れ
、
そ
の
起
点
と
し
て

川
崎
河
港
水
門
が
当
時
、
多
摩
川

改
修
事
務
所
長
で
あ
っ
た
内
務
技

師
、
金
森
誠
之
の
設
計
に
よ
っ
て

完
成
し
ま
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
門
型
構
造
に
よ
る
水
門
で

す
が
、
二
本
の
柱
頂
部
に
あ
る
、

名
産
品
で
あ
っ
た
ナ
シ
、ブ
ド
ウ
、

モ
モ
が
盛
ら
れ
た
籠
の
装
飾
が
目

を
引
き
ま
す
。格
調
の
高
さ
か
ら
、

水
門
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
川
崎

区
を
対
角
線
に
横
切
る
、
幻
と
な

っ
た
大
運
河
計
画
の
期
待
感
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
ね
。

　
現
在
は
２
０
１
９
年
東
日
本
台

風
で
の
浸
水
対
策
を
期
に
水
門
と

し
て
の
役
割
を
終
え
て
い
ま
す
。
　

川崎区港町６
港町駅徒歩約８分
1926年着工　1928年完成
設計 金森誠之（1892～1959）

川崎河港水門

取
材
協
力
　
山
名
善
之（
東
京
理
科
大
建
築
学
科
教
授
）

1998 年、国登録有形文化財に指定



                     

                     

                     



                     

                     

                     

　
４
月

日
午
前
中
に
二
俣
川
（
横
浜

市
）
の
こ
ど
も
自
然
公
園
で
開
催
さ
れ

た
、
日
本
野
鳥
の
会
神
奈
川
支
部
の
探

鳥
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
私

を
含
め
、

人
。
集
合
場
所
の
二
俣
川

駅
か
ら
こ
ど
も
自
然
公
園
へ
向
か
う
途

中
で
も
、
鳥
の
声
が
聞
こ
え
る
と
、
皆
さ
ん
「
こ
れ
〇
〇
じ

ゃ
な
い
？
」
と
話
が
弾
ん
で
い
ま
す
。

　
到
着
後
は
、
荒
巻
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
に
、
双
眼
鏡
を
首
か

ら
下
げ
て
公
園
内
へ
。
ま
ず
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
が
、

大
き
な
池
を
優
雅
に
泳
ぐ
数
種
類
の
カ
モ
。

　
じ
っ
く
り
観
察
し
た
後
、
荒
巻
さ
ん
が
図
鑑
を
見
せ
な
が

ら
、
鳥
の
種
類
の
見
分
け
方
や
、
何
を
食
べ
て
い
る
か
な
ど

の
生
態
を
解
説
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
木
々
が
生
い
茂
る
中
の
散
策
ス
タ
ー
ト
！

　
こ
ず
え
か
ら
は
、
数
種
類
の
鳥
の
声
が
混
じ
っ
て
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
そ
の
た
び
に
荒
巻
さ
ん
が
鳴
き
声
を
ま
ね
し
、

図
鑑
を
見
せ
な
が
ら
説
明
。
そ
の
場
で
鳥
の
名
前
、
特
徴
、

鳴
き
声
を
教
え
て
も
ら
え
る
の
が
楽
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　「
ウ
グ
イ
ス
は
や
ぶ
の
中
に
い
て
〝
梅
に
ウ
グ
イ
ス
〟
の

よ
う
な
場
面
に
は
な
か
な
か
出
会
え
な
い
。
う
ぐ
い
す
餅
の

色
は
実
は
メ
ジ
ロ
の
色
。
カ
モ
や
カ
モ
メ
は
雑
種
が
生
ま
れ

や
す
い
」
な
ど
の
豆
知
識
も
。

　
た
だ
、
双
眼
鏡
で
姿
を
捉
え
る
の
は
な
か
な
か
難
し
く
、

〝
声
は
す
れ
ど
も
姿
は
見
え
ず
〟
状
態
。

　
い
た
！
　
と
思
っ
て
も
す
ぐ
飛
び
去
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

葉
っ
ぱ
の
陰
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
り
。
そ
の
分
、
見
ら
れ
た

時
の
感
激
は
ひ
と
し
お
で
す
。

　
こ
の
日
は
最
終
的
に
、外
来
種
を
含
め
ク
ビ
ワ
キ
ン
ク
ロ
、

コ
ゲ
ラ
、
カ
ワ
セ
ミ
な
ど

種
類
の
姿
や
鳴
き
声
が
確
認
で

き
た
そ
う
で
す
が
、
全
部
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
な

か
無
い
と
か
。
ち
な
み
に
私
が
見
た
の
は
５
、
６
種
類
で
し

た
。

　
日
本
野
鳥
の
会
神
奈
川
支
部
の
探
鳥
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

神
奈
川
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　５月日～日は愛鳥週間です。

川崎市内でも多摩川のほとりや、生

田緑地で多くの鳥が見られますね。

野鳥観察のポイントや心構えを、日

本野鳥の会神奈川支部の荒巻彰副支

部長に聞きました。�（高橋ななみ）

Ｑ　鳥の探し方は

Ａ　ひと言では言い切れません

が、鳥が好む環境で、耳を澄ませ

てみましょう。そして、まずは肉

眼で探して、鳥影が見えたら、そ

のまま視線を外さずにスッと双眼

鏡を向けます。そうすると双眼鏡

の視野に鳥が入ります。

Ｑ　心構えは

Ａ　〝鳥を遠くから、そっと観察

させていただく〟という気持ちが

大切です。鳥にとって人間は天敵

なので、こちらがかわいいな、き

れいだな、と思っていても、鳥は

「おいしそうだと狙われている」

と思っているはずです。鳥の気持

ちになってみれば、天敵の人間が

どんどん近寄ってきたり、大きな

レンズで長時間狙ったりしたら、

相当なストレスですよね。特に子

育ての時期は親鳥が神経質になっ

ているので要注意。観察するとし

ても短時間で切り上げる優しさが

ほしいですね。

Ｑ　餌やりは

Ａ　鳥のために庭の柿の実を残し

てやる、という昔ながらのやり方

がいいですね。池でカモにパンを

まいている光景をよく見かけます

が、少し問題があります。エサに

依存したため、繁殖地へ渡るべき

時機を逸してしまい、結果、繁殖

に失敗してしまう恐れがありま

す。また、閉鎖的な池などでは水

質悪化が懸念されますし、エサと

なる食品に含まれる添加物が鳥の

身体にどう影響を及ぼすか分かっ

ていないことも多いのです。野生

の生き物をペットにしてはいけな

いと思います。

Ｑ　持参するものは

Ａ　双眼鏡（倍率８倍がオススメ）

と、あれば図鑑。レンズは大き

い方が光がよく入るので明るく、

くっきり見えます。図鑑「水辺の

鳥」と「山野の鳥」（左下写真）は、

日本野鳥の会が監修した本で、大

型書店で手に入ります。

Ｑ　バードウオッチングのベスト

シーズンは

Ａ　川崎なら、晩秋から春先がい

いですね。冬は、水辺にはカモが

来ていますし、葉っぱが落ちた林

では鳥の姿が見つけやすくなりま

す。初夏までは今日のように鳥の

さえずりを楽しむのに一番良い季

節です。ご自宅の周りの小さな自

然の中にも鳥たちは暮らしていま

す。身近な自然の観察、楽しいで

すよ～。

かな
 がわ

                     



                     

                     

                     

六白
金星

二黒
土星

七赤
金星

三碧
木星

八白
土星

四緑
木星

九紫
火星

五黄
土星

一白
水星

縁が動く月。人との関わり活発になる。
気持ちの高まりが運気を左右。自分と
向き合ってね。芯の強さが大切
●南東 • 南 • 北◆ブラック

活動的な開運月。欲深くなりやすい月
でもある。全ての欲を発散させない
努力してね。玄関を広く見せる工夫す
る　●南東◆グリーン

うまく進まない？　時間かけて緩やか
に対処。変化が多い月。お金に関す
る細かい断捨離してね。金運の流れ
を変える　●東 • 南東◆ピンク

協調性がキーポイント。晴れやかな気
分。新しい刺激や考えに触れる月。周
りの人を喜ばせて得る幸福感が大事
●西 • 東◆レッド

直感力がさえる月。感覚的な動きは
自己中心的と思われがち。周りへの配
慮も忘れない。学びの機会を見逃さ
ないでね　●西◆パープル

表面的には強い運気。活発な動きの
中にさまざまな吉凶ある月。心に余裕
を持ち静観する勇気を持つ。視点も
変えてみる　●南東 • 東◆ベージュ

運気停滞の月。迷いが出たら立ち止
まる。ひと休みしつつ動けば良い。こ
れまで避けてきたものに時間をかけ
ると吉　●西◆オレンジ

対人トラブルに注意してね。運気は不
安定だが幸運月。結果を得るために
高いエネルギーを維持。冷静さが鍵
●北 • 南◆シルバーグレー

運気はゆっくり好転。前半は厄介事や
面倒の丸投げ多い。巻き込まれない
ようにね。気持ちの切り替えが必要
●東 • 南東◆ネービーブルー

鑑定士：文月 紫里羅（ふづき しりら）
070（1391）8777

●今月の吉方位 ◆今月のラッキーカラー

二黒土星 三碧木星 四緑木星 五黄土星 七赤金星 九紫火星
昭和２ 昭和元 大正14 大正13 大正12 大正11 大正10 大正９ 大正８
昭和11 昭和10 昭和９ 昭和８ 昭和７ 昭和６ 昭和５ 昭和４ 昭和３
昭和20 昭和19 昭和18 昭和17 昭和16 昭和15 昭和14 昭和13 昭和12
昭和29 昭和28 昭和27 昭和26 昭和25 昭和24 昭和23 昭和22 昭和21
昭和38 昭和37 昭和36 昭和35 昭和34 昭和33 昭和32 昭和31 昭和30
昭和47 昭和46 昭和45 昭和44 昭和43 昭和42 昭和41 昭和40 昭和39
昭和56 昭和55 昭和54 昭和53 昭和52 昭和51 昭和50 昭和49 昭和48
平成２ 平成元 昭和63 昭和62 昭和61 昭和60 昭和59 昭和58 昭和57
平成11 平成10 平成９ 平成８ 平成７ 平成６ 平成５ 平成４ 平成３
平成20 平成19 平成18 平成17 平成16 平成15 平成14 平成13 平成12
平成29

‒
平成28

‒
平成27

‒
平成26

‒
平成25
令和４

平成24
令和３

平成23
令和２

平成22
平成31(令和元)

平成21
平成30

※１月１日～２月３日に生まれた人は前年生まれになります自分の星をチェック！！

５
月
の
九
星
易
占
い

                     

つくりかた

材料（大人４人分）

①ご飯を硬めに炊く
②ニンジンを出し汁で煮て、やわらか
くなったらしらすを入れ調味料を入れ
て少し煮る
③❶に、❷を汁ごと入れ、ふんわり混
ぜる
※調味料はめんつゆに変えても良い。
その場合は出し汁ではなく水でＯＫ

　ニンジンの甘さとしらすのうま味
がおいしい混ぜご飯です。ニンジ
ンのβ－カロテンは皮の下に多く含
まれるため、新鮮なニンジンは皮
のままがおすすめ。しらすのカルシ
ウムも同時に取れるため、成長期の
子どもにぴったりなメニューです。

栄養ワンポイントメモ

ニンジンとしらすの混ぜご飯

しょうゆ 　小さじ２
酒　　　　小さじ２
みりん　　小さじ２
椎茸と昆布で取った
出し汁　 　　適量

米　　　　２合
ニンジン　５０ｇ
しらす　　５０ｇ

ひかり幼稚園（川崎区・幸区）の
人気給食メニューを紹介

                     

　次回のお題は、「恋愛」と「ペット」です。これ以外

のお題でも構いません。はがきには、お題（無い場合

は不要）と作品、住所、名前（ペンネーム可）、電話

番号をお書きください。宛先は〒２１０-８５５７ 東

京新聞ＴＯＤＡＹ「川柳」係へ（住所不要）。
※未発表のものに限ります ※二重投稿はご遠慮ください

TODAY川柳
編集部選

お
題

お
題

                     



                     

                     

                     

市民劇「お〜い！ 煙突男よ」を上演
　　サンピアンかわさき（川崎区）で

　
川
崎
郷
土
・
市
民
劇「
お
～
い
！
　

煙
突
男
よ
　
天
空
百
三
十
尺
の

風
」
が
、
５
月
14
日（
土
）午
後
１

時
30
分
か
ら
と
６
時
か
ら
、
15
日

（
日
）午
後
２
時
か
ら
、
サ
ン
ピ
ア

ン
か
わ
さ
き
で
上
演
さ
れ
ま
す
。

　
前
売
り
券
は
自
由
席
２
９
０
０

円
、
障
が
い
者
と
小
学
生
～
大
学

生
１
０
０
０
円
（
当
日
券
は
各

３
０
０
円
増
し
）。
チ
ケ
ッ
ト
取

り
扱
い
場
所
な
ど
詳
細
は
「
川
崎

郷
土
・
市
民
劇
」
で
検
索
を
。

イベント

　 

０
４
４(

５
４
３)

５
０
１
２

同
実
行
委
員
会
事
務
局
　

Tel

昭和５年、川崎の紡績工
場の女性工員の待遇改善
を求めて煙突に登り、６
日間滞在した男の物語

                     

                     



                     

                     

                     

                     

「
補
聴
器
お
試
し
」５
５
０
０
円

最
新
充
電
式
耳
掛
け
型
レ
ン
タ
ル
も

　
旅
行
や
外
食
な
ど
の
楽
し
い
時
間
は
家

族
や
友
人
と
の
会
話
が
あ
っ
て
こ
そ
。
お

出
か
け
の
前
に
「
聞
こ
え
」
の
不
安
を
解

消
し
て
も
ら
お
う
と
、「
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
神
奈
川
」
で
は
、
川
崎
と
横
浜
で

「
補
聴
器
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

す
。
事
前
予
約
制
。

　
　
　
　
　
　
　
◇

　
創
業
34
周
年
を
迎
え
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
神
奈
川
は
「
補
聴
器
ユ
ー
ザ
ー
の

日
常
を
よ
り
豊
か
に
」
を
合
言
葉
に
、
地

域
密
着
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
〝
補
聴

器
の
総
合
相
談
所
〞で
す
。海
外
メ
ー
カ
ー

７
社
を
扱
っ
て
い
る
の
で
「
比
較
試
聴
」

が
可
能
。
経
験
年
数
の
長
い
認
定
補
聴
器

技
能
者
が
在
籍
し
て
お
り
、
豊
富
な
知
識

と
高
い
技
術
で
対
応
し
ま
す
。

　
マ
ス
ク
着
用
が
一
般
化
す
る
中
、
マ
ス

ク
や
眼
鏡
の
着
脱
時
に
も
外
れ
に
く
い

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
耳
穴
型
補
聴
器
」
が

人
気
で
、
電
池
交
換
の
煩
わ
し
さ
を
軽
減

し
た
各
メ
ー
カ
ー
の
充
電
式
モ
デ
ル
も
お

薦
め
。
同
店
で
購
入
す
れ
ば
、
修
理
預
か

り
時
の
代
替
え
機
は
何
度
で
も
無
料
で
貸

　
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
神
奈
川
で
は
、

６
月
30
日
（
木
）
ま
で
「
東
京
新
聞
Ｔ
Ｏ

Ｄ
Ａ
Ｙ
読
者
限
定
お
試
し
プ
ラ
ン
」
を
用

意
。
補
聴
器
レ
ン
タ
ル
を
５
５
０
０
円
で

利
用
で
き
ま
す
。

　
プ
ラ
ン
は
次
の
２
つ
。

①
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
耳
穴
型
補
聴
器
」

２
週
間
レ
ン
タ
ル

②
「
最
新
充
電
式
耳
掛
け
型
補
聴
器
・
３

メ
ー
カ
ー
聴
き
比
べ
」
１
カ
月

　
　
　
　
　
　
　
◇

　
予
約
時
に
「
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
を
見
た
」
と

ス
タ
ッ
フ
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
貸
し
出

し
に
は
身
分
証
が
必
要
で
す
。
補
聴
器
を

気
に
入
っ
た
場
合
、
レ
ン
タ
ル
料
を
差
し

引
い
た
価
格
で
そ
の
ま
ま
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
同
社
で
は
現
在
、
以
下
の

補
聴
器
を
薦
め
て
い
ま
す
。

▽
シ
グ
ニ
ア
「
充
電
式
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
耳
穴
型
　
Ａ

Ｘ
」
…
電
池
交
換
が
不
要
。

世
界
初
の
２
プ
ロ
セ
ッ
サ
搭

載
補
聴
器
で
、
雑
音
と
言
葉

を
分
解
す
る
機
能
が
大
幅
に

向
上
し
て
い
ま
す

▽
リ
サ
ウ
ン

ド
「
ク
ア
ト
ロ
　

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
耳
穴
型
」

（
下
写
真
）
…
他
店
で
は
大

き
な
型
し
か
で
き
な
か
っ
た

補
聴
器
で
も
、
３
Ｄ
ス
キ
ャ

ン
（
下
段
広
告
内
日
程
で
実

施
）
す
れ
ば
、
よ
り
小
さ
く

作
成
可
能
。
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン

を
使
っ
て
い
る
店
は
、
市
内

で
は
川
崎
本
店
の
み
で
す

川
崎
本
店
な
ら
３
Ｄ
ス
キ
ャン
も

以前横浜で行われた同社主催の補聴器セミナーの様子

し
出
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　
店
舗
は
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
東
口
の
本
店
の
ほ

か
に
、
横
浜
市
西
区
の
横
浜
新
都
市
ビ
ル

（
そ
ご
う
）
９
階
に
「
横
浜
プ
レ
ミ
ア
ム

ラ
ウ
ン
ジ
」
も
。
購
入
時
に
来
店
が
難
し

い
場
合
は
在
宅
訪
問
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で

き
、
ス
タ
ッ
フ
が
自
宅
や
施
設
、
病
院
な

ど
に
出
向
い
て
く
れ
ま
す
。

　
補
聴
器
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
の
対
象
は
、「
聞

き
返
す
こ
と
が
多
い
」「
数
人
で
の
会
話

が
聞
き
取
り
に
く
い
」「
テ
レ
ビ
の
音
量

が
家
族
と
同
じ
だ
と
聞
こ
え
づ
ら
い
」
な

ど
で
悩
ん
で
い
る
、
補
聴
器
が
初
め
て
の

人
で
す
。
講
師
は
、
補
聴
器
メ
ー
カ
ー
・

シ
グ
ニ
ア
社
の
技
術
担
当
者
。
▽
聞
こ
え

の
仕
組
み
▽
言
葉
を
聞
き
取
る
こ
と
の
重

要
性
▽
難
聴
と
認
知
症
▽
補
聴
器
と
集
音

機
の
違
い
、
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て

約
30
分
と
い
う
短
い
時
間
に
凝
縮
し
て
解

説
し
ま
す
。

　
川
崎
本
店
で
は
、
講
師
の
声
が
聞
き
取

り
や
す
く
な
る
よ
う
、
補
聴
器
貸
し
出
し

サ
ー
ビ
ス
も
実
施
。
セ
ミ
ナ
ー
後
に
個
別

相
談
会
へ
参
加
す
る
と
、
そ
の
場
で
補
聴

器
の
試
聴
も
で
き
ま
す
。
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
補
聴
器
を
す
で
に
使
っ
て
い
る

人
も
参
加
可
能
で
す
。

「
補
聴
器
ミ
ニセ
ミ
ナ
ー
」で

何
が
分
か
る
の
？

補聴器ミニセミナー （予約は各店まで） 講師：シグニア補聴器
　　　　　技術担当者

他店で作成した型

３Dスキャンで作成した型

「
補
聴
器
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
」
終
了
後
は

個
別
相
談
会
へ
も
参
加
で
き
ま
す

☎044 (222)9354
住所：川崎区駅前本町５の３　ＫＯＷＡ川崎駅前ビル４階
営業時間：午前１０時～午後５時　日・月曜、祝日定休

５月２７日（金）
①午前１０時３０分～１１時
②午後２時～２時３０分

川崎本店
セミナー

スケジュール

☎045 (534)6651
住所：横浜市西区高島２の１８の１ 横浜新都市ビル（そごう）９階
営業時間：午前１０時～午後８時　年中無休

５月１５日（日）
①午前１０時３０分～１１時
②午後２時～２時３０分

横浜プレミアムラウンジ
セミナー

スケジュール

●聞き返すことが増えた
●３～４人での会話が
　聞こえにくい
●テレビの音が
　聞こえづらい
●補聴器をすでに
　使っている人も
　参加ＯＫ

川崎駅東口

お出かけ前に「聞こえ」の不安を解消お出かけ前に「聞こえ」の不安を解消

ヒヤリングセンター神奈川のスタッフ

初めての人向け
補聴器ミニセミナー

参加費
無料

                     


